
背景
熱帯から亜熱帯の蒸し暑い地域（蒸暑地
域）は、日本では南九州・沖縄から、さらに東
南アジアをはじめとする広い地域に広がっ
ています。これらの地域は人口の増加が著し
く、CO2排出量も大幅に増加することが予
想されています。 加えて高温多湿で年間を
通じて気温差が小さく、低緯度の為紫外線
が強く、台風の常襲があるといった課題もあ
ります。
一方、日本の産業部門のエネルギー消費量
がこの 30 年間に 2 割近く減少しているに
も関わらず、住宅部門のエネルギー消費量
は 2 倍になっており、今後の成長が見込ま
れる国々の住宅においても長期的対処が必
要になると考えられます。

総研が取り組んだ内容・経緯
このようなことを踏まえ、沖縄科学技術大学
院大学（OIST）とミサワホーム総合研究所
は、蒸暑地域の生活におけるエネルギーお
よび水に関して持続可能（サステナブル）な
導入および利用を可能にするシステムを構
築し、快適な生活を提供する住宅を開発す
ることを目的として、2016年3月に実験住宅
を建設しました。
 
具体的な内容
実験住宅は、沖縄県恩納村谷茶に位置する
OISTの敷地内にあり、屋根に設置した太陽
電池が発電する際に発電に寄与しないエネ
ルギー（熱）を活用して室内の除湿を可能に
するシステム、壁全面で冷房する放射冷房シ

ステム、宅内DC（直流）給電などを実装して
います。
合わせて、限られた雨水等を生活用水として
活用する地産地消型水システムの開発も行
い、これから電気・水インフラを整備する諸
外国も含めて、サステナブルな暮らしの提案
を目指します。

●カスケードソーラーデシカント（除湿）システム
カスケードソーラーは、PV（太陽電池）で発
電しながらPVモジュールの裏面で暖まった
空気を屋根最上段のモジュール裏面から取
り込んで利用するミサワホーム独自のシステ
ムです。PVが発電する際に発電に寄与しな
い「熱」を除湿（デシカント）の再生熱として
利用することで、太陽エネルギーの利用効率
を高めることにつながります。
集熱空気温度は最高で70℃程度まで上が
り、集熱した空気は水と熱交換し、蓄熱タン
クに蓄えることが可能で、夜間や曇天時にも
蓄熱タンクからの熱で除湿運転を可能にし
ます。
集熱するとPVの温度は下がり、PVの発電
効率が上がるという副次的効果もあるため、
次世代のPV活用技術として確立することを
目指しています。

●中温冷水壁・天井放射冷房
室温に近い約20℃の“中温冷水”を壁室内
側表層部に流し、これまで実現できなかった
健康で快適な放射冷房を可能にします。壁
に冷水を流すことは結露を誘発するためこ
れまで避けられてきましたが、カスケード

ソーラーデシカントで安定的に除湿された
空間だからこそ実現できる理想の空調シス
テムです。エアコンの課題であったカビ臭さ
や気流による不快感、埃の巻き上げなどを
解決できる可能性があり、また中温冷水を
使用することはさらなる省エネルギーの可
能性を秘めています。

●再生可能エネルギー活用型宅内DC給電
太陽電池、風力発電から得られる直流（DC）
電力をバッテリーで蓄え、宅内の各DC電源
負荷及び電気自動車に供給するシステムを
実証します。将来的なDC家電の普及も見据
え、DCコンセントを実装し、宅内利用の課題
抽出を図ります。今後、OISTやSONY CSL
が実証を進めているOES（オープンエネル
ギーシステム）との融合により、ローカルな
再生可能エネルギーを活用したボトムアッ
プ型のエネルギーシステムを目指しています。

●循環型雨水利用システム
蒸暑地域に属する諸外国は必ずしも水イン
フラが整っているわけではありません。また、
日本も限られた水資源を有効に利用する必
要性が認識され始めています。実験住宅で
は、屋根に降った雨水や室内除湿水分を貯
めて、敷地内の植栽散水や洗浄水、やがては
シャワーやトイレ用水として利用する循環型
雨水利用システムの在り方を検討します。降
雨量は季節によって増減しますが、貯水と用
途に応じて水処理する技術を組み合わせる
ことで、年間を通して地産地消型の水利用の
実現を目指しています。

●OES（オープンエネルギーシステム）との融合
前述の「カスケードソーラーデシカントシス
テム」「中温冷水壁・天井放射冷房」「再生可
能エネルギー活用型宅内DC給電」「循環型
雨水利用システム」を組み合わせて利用し、
電気の地産地消を目指してオフグリッドの自
立したコミュニティーを形成しようとした場
合、天候に左右されがちな発電量や蓄電量
と時々刻 と々変化する消費量とのバランスを
どのようにとっていくかが重要になります。
そこで、OISTやSONYCSL等が共同で取り
組んでいる「オープンエネルギーシステム」と
いうコミュニティ内で分散的に設置された太
陽光発電や蓄電池の電力を融通し合い、不足

した電力をコミュニティ内で融通し合うネット
ワーク型のエネルギーシステムの仕組みと融
合させる可能性についても研究しています。
例えば、実験棟に設置された移動式バッテ
リーを、電気自動車のバッテリーに使用する
とともに、他の建物にバッテリーを移動させ
る等して、電力を融通し合う取り組みを行っ
ています。またカスケードソーラーデシカン
トシステムには日中の太陽熱を蓄えた蓄熱
タンクが併設されており、日中に蓄えた熱を
夜間に使用する仕組みになっています。
循環型雨水利用システムについても同様に、
貯留された雨水を融通し合う、余剰した発
電分を使って水の浄化を行なったり、空気

中の水分を集めて飲用水に変換したものを
建物ごとに融通し合うといった仕組みを構
築することで、自立したコミュニティーを形
成することを目指しています。

まとめ
東南アジアや島しょ地域等、電気や安全な水
などのインフラが十分に整備されていない地
域での活用や、主要インフラが機能不全とな
るような災害発生時等においても、安全で快
適な暮らしが維持できる住環境を提供する
ため、沖縄から世界に発信する技術を開発す
ることを目指して引き続き研究・開発と知見
の蓄積を続けていきたいと考えています。
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実験棟の取り組み概要

循環型雨水利用システムイメージ図

中温冷水壁・天井放射冷房


